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第２期西宮市子ども・子育て支援プラン策定ロードマップ 

 

令和 5年度 

41回 

7/20 

42回 

10/16 

43回 

11/7 
2月 

第２期子ども・子育て支援プランの策定 

 

(1)現支援プラン等の検証 ○ ○ ●  

(2)施策体系    ○ 

(3)事業計画の任意記載事項    ○ 

(4)アンケート項目の検討、 

実施、分析等 
  ●  

(5)計画に記載する事業等の決定     

(6)量の見込み及び確保方策     

計画案に係る審議     

 

令和 6年度 

4月 5月 7月 8月 10月 11月 12月 2月 

第２期子ども・子育て支援プランの策定 

 

(1)現支援プラン等の検証         

(2)施策体系 ●        

(3)事業計画の任意記載事項 ●        

(4)アンケート項目の検討、 

実施、分析等 
○ ●       

(5)計画に記載する事業等の決定 ○ ●       

(6)量の見込み及び確保方策 ○ ○ ●      

計画案に係る審議   ○ ○ ◎  ■ ● 

現支援プランの評価      ○ ●  

追加資料１ 
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質  問 

資料集 P24（1）妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援の充実 

 

利用者支援事業の情報共有を目的にされた連絡会に障害分野は含まれているかを教えていただきた

い。 

 

他の項目全てに言えることですが、障害のある子どもを別の項目を作って考えるのではなく、全て

の項目について障害のある子どものことも一緒に考えていただけないでしょうか。「切れ目ない支

援」は障害のある子どもにも、当たり前ですが必要なのです。 

 

また、こども部会では「福祉サービスの窓口、相談先が分かりにくい」という意見が上がっていま

す。行政の中で障害の分野と子どもに関する分野との横の繋がりが深まれば、今の分断されたあり

方も変わっていくのではないでしょうか。 

例えば、こども部局の中に障害福祉サービスの支給決定をする部署（現在は生活支援課）が含まれ

ていませんが、全国的には障害のある子どものことも、同じ子どもとして子どもに関わる部局で扱

う自治体が増えていると聞きます。 

そうすることでのメリットとして、現在早期発見・早期治療の最前線で活躍してくださっている保

健師さんが必要なサービスに繋ぐことがやりやすくなるのではないでしょうか。 

また、現在児童の計画相談不足が深刻です（セルフプランが 6割強）。計画相談は普段福祉サービ

スについては生活支援課に相談しますが、「子ども」のことについてはどこに相談すればよいのか

わかりづらい現状があります。「子ども」について、障害があってもなくても同じ窓口でワンスト

ップで相談できることで、児童の計画相談への参入が増やせるのではないかと思います。 

回  答 

子育てコンシェルジュは、妊娠期から就学前までの子供がいる保護者を対象に子育てについて知り

たいことや聞きたいことの相談を受けており、一緒に考え必要な子育て支援サービスにつながるサ

ポートをしています。そのため、障害児の親同士の交流の場を紹介したり、幼稚園の就園相談につ

いてや児童発達支援事業所の利用手続き等の相談を受けることもあるため、必要に応じて連絡会に

おいて障害分野の情報共有も行っております。 

 

障害のあるお子さんについての福祉サービスの窓口や相談先が分かりにくいというご意見につきま

しては、現在、重層的支援体制整備事業の実施に向け、庁内連携体制の構築に取り組んでおりま

す。ワンストップ窓口は設置できていませんが、生活支援課内に包括的支援体制チームを設置し、

こども支援局の関係部署も連携先となり、各窓口で受けた相談等に対して課題解決のために多機関

協働による支援を実施することとしております。 

 

 

 

 

報告事項 第 42回子ども・子育て会議における意見等について 

追加資料２ 
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質  問 

「障害のある子の放課後キッズ利用について」 

「配慮を要する場合に、一人一人に大人がついて見守ることはできない状況」とのことですが、今

春より小学 4年以上の一定以上の障害のある子は放課後キッズ利用時に移動支援サービスが使える

ようになり、下校時の付き添いだけでなく放課後キッズでの見守りも可能と聞いています。「実施

校にどのように広報されたのか」と、「現在の利用人数」を教えてください。 

以前から子ども子育て会議委員をされているかたに少しお聞きしたところ、「移動支援は移動の手

伝いだけなので放課後キッズの見守りを表に出せず、議事録から削除された気がする」というよう

な話を聞きましたが、移動支援は余暇活動のサポートですので、買い物やレジャーなどの際も施設

の外で待っているわけではなく、活動自体の見守りやサポートも含んでいます。現場で正しく認識

され適切な広報がなされているのか、教えていただきたいです。 

回  答 

今年度より放課後キッズでも移動支援事業を利用することができるようになりました。初めてのこ

とであり、混乱が生じないよう、当課できちんと把握した上で現場につなぐこととし、全ての学校

のおたよりに「【ガイドヘルパーさんと参加される方へ】移動支援事業を利用し、当事業にガイド

ヘルパーさんと一緒に参加される方は、参加日の一週間前までに地域学校協働課までお知らせくだ

さい。」と記載し配布いたしました。現時点で利用する旨のご連絡はありませんが、放課後キッズ

の各校現場責任者にも確認し、該当する事例があるか確認したいと思います。 

 

 

意  見 

資料集 p.27「育児支援家庭訪問事業」について 

会議のなかでもお伝えしましたが、再度のお願いです。利用条件として HPに記載されている「虐

待のおそれ」「不適切な養育」といった文言を、早急に見直していただきたく存じます。他市で子

ども子育て会議委員を務める知人が数人おり、先日の会議後、それぞれのヘルパー派遣事業の発信

方法や利用条件等出し合ったところ、西宮市のものは突出して文章が長く難解で、利用をためらう

ような上記の表現にもみなさん一様に驚かれていました。子育て支援は命にかかわる問題ですの

で、次回の会議等を待たずご検討いただけますと幸いです。 

回  答 

育児支援家庭訪問事業（ヘルパー派遣）に関するホームページの記事につきましては、利用手続き

やサービス内容等の詳細について事前に漏れなくお伝えするという目的で作成しておりますが、ご

指摘のとおり、初めて利用される方にとっては難解な内容になっております。 
今後は簡潔で理解しやすい文章に改めるとともに、「虐待のおそれがある」や「不適切な養育状

態」といった文言についても削除するなど、記事の見直しを行います。 
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１．概要 
 

 
①行動計画：西宮市次世代育成支援行動計画 

②④⑥事業計画：西宮市子ども・子育て支援事業計画 

③⑤子ども・子育て支援プラン：西宮市子ども・子育て支援プラン 

 

 第２期西宮市子ども・子育て支援プラン（以下、第２期支援プラン）は、第３期子ども・子育て支

援事業計画（以下、第３期事業計画）を包含して策定する。 

 第３期事業計画とは、地域の保育需要等を踏まえた各種子育て支援事業の需給計画であり、５年に

１度作成する必要がある。第３期事業計画の作成にあたっては、国が示す『「量の見込み」の算出等の

考え方』を基に、子育て世帯を対象としたアンケート調査を実施し、令和７～11 年度における幼稚園

や保育所、16の子育て支援事業の必要受け入れ枠等を算出する。 

アンケート調査は、「量の見込み」を算出するためのアンケート項目のほか、第２期支援プラン策定

に必要な子育て支援に関する意見・ニーズ等を把握するためのアンケート項目を設定し、あわせて調

査を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

西宮市
次世代育成支援
行動計画

西宮市
子ども・子育て
支援事業計画

①行動計画
（H22.4～H27.3

→延長H30.3)

③子ども・子育て支援プラン
（H30.4～R7.3)

②第１期事業計画
（H27.4～R2.3）

④第２期事業計画
（R2.4～R7.3）

⑤第２期子ども・

子育て支援プラン
（R7.4～R12.3）

⑥第３期事業計画
（R7.4～R12.3）

議事２  第 2期西宮市子ども・子育て支援プランの策定にかかる 

     アンケート調査の実施について 

追加資料３ 
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＜第３期事業計画における「量の見込み及び確保方策」設定事業＞ 

 事業の名称 本市における事業の名称等 算出方法 

 幼稚園、保育所などのニーズ  アンケート 

 地域子ども・子育て支援事業 

 ①利用者支援事業 利用者支援事業（基本型、特定型、母子保健型） 地域の状況や実績等 

 ②時間外保育事業 延長保育事業 アンケート 

 ③実費徴収に係る補足給付を行う事業 
西宮市特定教育・保育施設等の実費徴収に係る補

足給付支給事業 
地域の状況や実績等 

 ④多様な主体の参入促進事業 
地域型保育事業への巡回支援事業 

認定こども園への特別支援教育・保育経費補助事業 
地域の状況や実績等 

 ⑤放課後児童健全育成事業 留守家庭児童育成センター アンケート 

 ⑥子育て短期支援事業 子育て家庭ショートステイ事業 アンケート 

 ⑦乳児家庭全戸訪問事業 健やか赤ちゃん訪問事業 地域の状況や実績等 

 ⑧養育支援訪問事業等 
育児支援家庭訪問事業 

西宮市要保護児童対策協議会 
地域の状況や実績等 

 ⑨地域子育て支援拠点事業 子育てひろば アンケート 

 ⑩一時預かり事業 
保育所等の一時預かり事業 

幼稚園の預かり保育事業 
アンケート 

 ⑪病児保育事業 
施設型病児保育 

訪問型病児・病後児保育利用料金助成 
アンケート 

 ⑫子育て援助活動支援事業 にしのみやしファミリー・サポート・センター事業 アンケート 

 ⑬妊婦に対して健康診査を実施する事業 妊婦健康診査費用助成事業 地域の状況や実績等 

※ ⑭子育て世帯訪問支援事業 子育て世帯訪問支援事業 地域の状況や実績等 

※ ⑮児童育成支援拠点事業 未実施 地域の状況や実績等 

※ ⑯親子関係形成支援事業 未実施 地域の状況や実績等 

 

※新たに追加された事業 

 令和４年児童福祉法改正により、地域子ども・子育て支援事業として、⑭～⑯の３つの事業が新た

に創設され、令和６年４月から施行されることから、量の見込み及び確保方策を設定する必要がある。 

 

⑭子育て世帯訪問支援事業 

虐待リスク等の高まりを未然に防ぐことを目的として、家事・育児等に不安・負担を抱えている家

庭やヤングケアラー等がいる家庭に対してヘルパーを派遣し、家事・育児等の支援を実施する。 

 

⑮児童育成支援拠点事業 

 養育環境に課題を抱え、家庭や学校に居場所のない児童に対して、居場所となるような場を開設し、

児童とその家庭が抱える多様な課題に応じて、生活習慣の形成や学習のサポート、食事の提供等の支

援を行う。 

 

⑯親子関係形成支援事業 

 子供との関わり方や子育てに悩みや不安を抱えている保護者とその児童に対し、講義やグループワ

ーク等を通じて、相談・助言を行うとともに、同じ悩みを抱える保護者同士が相互に悩みや不安を相

談・共有し、情報交換ができる場を設けることで、健全な親子関係の形成に向けた支援を行う。 
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２．アンケート調査の内容 
 

（１）調査対象（無作為抽出） 
 

調査票の種類 対象者 配布数 

就学前児童用 ０歳児～５歳児の子供を持つ保護者 6,500  

小学生児童用 
小学校低学年の子供を持つ保護者 900 

小学校高学年の子供を持つ保護者 900 

合  計 8,300 

 
（参考：過去のアンケート調査実施状況） 

実施年 目 的 対 象 

平成 25年 第１期事業計画作成のためのアンケート調査 
就学前児童：約 4,800 

小学生児童：約 1,500 

平成 28年 
西宮市子ども・子育て支援のためのアンケート調査 

（第１期事業計画中間見直し） 

就学前児童：約 5,300 

小学生児童：約 2,200 

平成 30年 第２期事業計画作成のためのアンケート調査 
就学前児童：約 6,500 

小学生児童：約 1,500 

 

（２）調査項目 
 

平成 30年度に実施した「第２期事業計画作成のためのアンケート調査」を基に調査項目を設定。 

回答者の負担を減らすために、過去の調査結果から量の見込みの算出に適さない項目は簡素化す 

るほか、新たな事業に関する項目を追加するなど、現状に即した調査項目とした。 

 

（３）調査方法 
 

従来の郵送による配布・回収に加え、今回からオンライン回答を実施予定。 

 

（４）スケジュール 
 

時 期 内 容 

令和５年 11月 ７日（火） 第 43回子ども・子育て会議で審議 

11月 10日（金） 第３回社会福祉審議会児童福祉専門分科会で審議 

11月中旬 アンケート調査票 印刷・配布準備 

12月上旬 アンケート調査票 配布 

12月下旬 アンケート調査 回答締切り 

３月下旬 アンケート調査報告書 完成 
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西宮市子ども・子育て支援のための  

アンケート調査  

 

 

 

 

 

【就学前児童用】 

日頃より市政の推進について温かいご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

市の子ども・子育て支援事業の充実のため、就学前のお子さんの中から約 6,500 人を無作為に

選ばせていただき、その保護者の方から子ども・子育て支援に関するご意見等をお聞かせいただ

きたいと考えております。 

なお、無記名でお答えいただきますので、どなたのお答えかは、わからないようになっていま

す。回答された内容はすべて統計的に処理され、目的外に使用することは一切ございません。 

大変お忙しいとは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

令和５年 12 月 

西宮市 

  
 

■ご回答の前にお読みください 

 

 

 

 

 

 

※本調査は、西宮市が下記の調査会社に委託して実施しています。 

【調査委託先】 ㈱ジャパンインターナショナル総合研究所 電話：075－316－3508 

 

１．このアンケートは、封筒の宛名のお子さんの保護者の方がご回答ください。 

２．特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご回答ください。 

３．この調査は、すべてご回答いただくのに約 30分かかります。 

オンラインもしくは紙の調査票でご回答ください。 

紙の調査票は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずにご投函ください。 

 

   回答期限：12 月●日（●） 

 

オンラインでの回答はこちらから  

 https://xxxxxxx/xxxxxxx/xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

 ※オンラインで回答された方は紙のアンケートの返送は不要です。 
 

【問合せ先】    西宮市役所 子供支援総務課 電話：0798－35－3146 

受付時間：平日 ８：45～17：30 

ＱＲコード 

▶▶▶ 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 

宛名のお子さんとご家族の状況などについてうかがいます。 

 

問１ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

（１つに○） 
 

１．母親 ２．父親 ３．その他（        ） 

 

問２ お住まいの小学校区はどこですか。（１つに○） 

※小学校区がわからない方は、送付封筒の宛名シールに校区名が記載されていますのでご参照ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 宛名のお子さんの令和５年４月１日時点の年齢をお答えください。（１つに○） 
 

１．６か月未満 

５．３歳 

２．６か月以上１歳未満 

６．４歳 

３．１歳 

７．５歳 

４．２歳 

８．６歳 

 

問４ 宛名のお子さんを含めたお子さんの人数と、お子さんを含めた同一生計家族※全員の人数を

（ ）内にご記入ください。※同一生計家族…生計を共にする（生活費を共有する家族） 
 

 お子さんの人数（    ）人       家族全員の人数（   ）人 

 

問５ 宛名のお子さんは以下の項目に当てはまるものはありますか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．乳幼児健診で発達相談を案内されたことがある 

３．身体障害者手帳を持っている 

５．医療的ケア※を必要としている 

２．発達などに関して継続的に通院や相談をしている 

４．療育手帳を持っている 

６．当てはまるものはない 

※医療的ケア…家族等が日常的に行っているたんの吸引や経管栄養等の医療的な生活援助です。医

師による治療のための医療行為とは区別されます。 

 

問６ この調査票にご回答いただいている方の世帯状況についてお答えください。（１つに○） 
 

１．ふたり親世帯 ２．母子世帯 ３．父子世帯 ４．その他の世帯 

１．浜脇 

６．北夙川 

11．広田 

16．段上 

21．瓦木 

26．春風 

31．甲子園浜 

36．小松 

41. 生瀬 

２．西宮浜 

７．苦楽園 

12．平木 

17．段上西 

22．深津 

27．今津 

32．高須 

37．山口 

３．香櫨園 

８．大社 

13．甲東 

18．樋ノ口 

23．瓦林 

28．用海 

33．高須西 

38．北六甲台 

４．安井 

９．神原 

14．上ケ原 

19．高木 

24．上甲子園 

29．鳴尾 

34．鳴尾東 

39．名塩 

５．夙川 

10．甲陽園 

15．上ケ原南 

20．高木北 

25．津門 

30．南甲子園 

35．鳴尾北 

40．東山台 

国必須:前 

国必須:前 

国必須:前 

国任意:前 

市独自:前 

国必須:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（１つに○） 
 

１．父母ともに  ２．主に母親  ３．主に父親  ４．主に祖父母  ５．その他（      ） 

 

問８ 日頃、お子さまを預けられる親族・知人はいますか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．日常的に祖父母等の親族に預けられる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預けられる 

３．日常的に子供を預けられる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子供を預けられる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問９ 差し支えなければ、世帯全体の年間収入についてお答えください。（１つに○） 
 

１．100 万円未満 

４．250～300 万円未満 

７．400～500 万円未満 

10．1,000～1,500 万円未満 

２．100～200 万円未満 

５．300～350 万円未満 

８．500～700 万円未満 

11．1,500～2,000 万円未満 

３．200～250 万円未満 

６．350～400 万円未満 

９．700～1,000 万円未満 

12．2,000 万円以上 

 

宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

問 10 宛名のお子さんの父親、母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお

答えください。 
 

   （１）父親（１つに○）※母子世帯の方は回答不要です 
 

１．週に３日以上かつ週 30 時間以上で働いている 

２．週に３日以上かつ週 16 時間以上 30 時間未満で働いている 

３．週に３日未満または週 16 時間未満で働いている 

４．休職中だが、週に３日以上かつ週 30 時間以上での復帰を予定している 

５．休職中だが、週に３日以上かつ週 16 時間以上 30 時間未満での復帰を予定している 

６．休職中だが、週に３日未満または週 16 時間未満での復帰を予定している 

７．現在求職中である 

８．病気や障害、親族の介護、通学などのために仕事ができない 

９．現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕事をする（復帰する）予定はない 

10．その他（                                   ） 
 

   （２）母親（１つに○）※父子世帯の方は回答不要です 
 

１．週に３日以上かつ週 30 時間以上で働いている 

２．週に３日以上かつ週 16 時間以上 30 時間未満で働いている 

３．週に３日未満または週 16 時間未満で働いている 

４．休職中だが、週に３日以上かつ週 30 時間以上での復帰を予定している 

５．休職中だが、週に３日以上かつ週 16 時間以上 30 時間未満での復帰を予定している 

６．休職中だが、週に３日未満または週 16 時間未満での復帰を予定している 

７．現在求職中である 

８．病気や障害、親族の介護、通学などのために仕事ができない 

９．現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕事をする（復帰する）予定はない 

10．その他（                                   ）  

国任意:前 

市独自:前 

市独自:前 

国必須:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 11 宛名のお子さんに関する父親と母親の育児休業の取得状況についてうかがいます。 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 

   （１）父親（１つに○）※母子世帯の方は回答不要です 
 

１．育児休業を取得したが現在は終了している → （  ）日取得 

２．育児休業を取得中である → （  ）日取得予定 

３．育児休業を取得予定である →（  ）日取得予定 

４．育児休業は取得していない 

 

   （２）母親（１つに○）※父子世帯の方は回答不要です 
 

１．育児休業を取得したが現在は終了している → （ ）日取得 

２．育児休業を取得中である → （ ）日取得予定 

３．育児休業を取得予定である → （ ）日取得予定 

４．育児休業は取得していない 

 

 

宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育の施設・事業の利用状況についてうかがいます。  

 

問 12 宛名のお子さんは、現在幼稚園や保育所などの教育・保育の施設・事業を定期的に利用

していますか。（１つに○） 
 

１．利用していない ⇒問 13 へ ２．利用している ⇒問 14 へ 

 

問 12 で「１．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。回答後は問 20 にお進みください。 

問 13 利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

また、「１」を選んだ方は、利用したい子供の年齢を（ ）内に数字でご記入ください。 
 

１．子供がまだ小さいため（   ）歳くらいになったら利用しようと考えている 

２．子供の祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や保護者の友人・知人がみている 

４．利用したいが、幼稚園や保育所などの定員に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で施設・事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる施設・事業がない 

８．利用したいが、子供の病気や障害に適した環境の施設・事業がない 

９．施設・事業の内容がよくわからない 

10．利用する必要がない（子供の保護者が就労していないなどの理由で） 

11．その他（                                   ） 

 

  

市独自:前 

国必須:前 

国任意:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 12で「２．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問 14 宛名のお子さんは、平日どのような教育・保育の施設・事業を利用していますか。年間を

通じて毎週１回以上利用している施設・事業を下記の一覧から３つまで選んでください。 
 

【施設・事業の一覧】 

１．市立幼稚園  

３．市立保育所 

５．認定こども園（保育所としての利用） 

７．小規模保育施設、家庭的保育施設、事業所内保育施設 

９．プレ（プリ）スクール・インターナショナルスクール 

11．ベビーシッター 

13．障害のある子供の通園療育や児童発達支援事業 

（こども未来センター、北山学園、その他通所施設等） 

２．私立幼稚園 

４．私立保育所 

６．認定こども園（幼稚園としての利用） 

８．企業主導型保育事業 

10．認可外保育施設（８・９を除く） 

12．ファミリー・サポート・センター 

14．その他 

（              ） 

 

問 15 現在、主に利用している教育・保育の施設・事業は希望通り（第１希望）の施設・事業で

すか。（１つに○） 
 

１．希望通りである（第１希望） ２．希望通りではない（第２希望以下） 

 

問 16 現在、主に利用している教育･保育の施設・事業の実施場所はどちらですか。（１つに○） 
 

１．西宮市内        ２．西宮市以外の市町村：市町村名⇒（      ） 

 

問 17 現在、主に利用している教育・保育の施設・事業を利用するにあたって重視した項目を３

つまでお答えください。 
 

１．通園距離や立地条件 

３．対象となる保育年齢 

５．保育者の人員配置 

７．園の方針 

９．保育時間 

11．給食の内容 

13．保護者同士の交流 

２．建物・設備 

４．園長や保育者の対応 

６．教育・保育の内容 

８．保育料 

10．バス通園 

12．子供が喜んで通園している様子 

14．その他（            ） 

 

問 18 現在、主に利用している教育・保育の施設・事業について、どの程度満足していますか。 

（１つに○） 
 

１．大いに満足している 

３．どちらともいえない 

５．まったく満足していない 

２．ある程度満足している 

４．あまり満足していない 

 
  
  

国必須:前 

国任意:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 14で「２．私立幼稚園」または「６．認定こども園（幼稚園としての利用）」を選んだ方にうかがいます。 

問 19 預かり保育を利用していますか。「１．利用している」に○をつけた方は利用している日

数と時間、「２．利用していない」に○をつけた方は、その理由もお答えください。 

（１つに○） 
 

１．利用している ２．利用したいができない ３．利用する必要がない 

 

 

「「１．利用している」に○をつけた方は、利用日数・時間についてもご記入ください。 

 
 

「「２．利用したいができない」に○をつけた方は、その理由についてもご記入ください。（当てはま

るものすべてに○） 

 

 
  
  

１．週あたりの 

利用日数 

（１つに○） 

１．１日程度 ２．２日程度 ３．３日程度 

４．４日程度 ５．５日程度  
 

２．何時頃まで利

用しているか 

（１つに○） 

１．15 時頃 ２．16 時頃 ３．17 時頃 

４．18 時頃 ５．18 時半またはそれより遅くまで 
 

利用できない 

理由 

１．費用が高い      ２．定員に空きがない    ３ 送迎が困難 

４．周囲の反対      ５．保育の内容がよくない  ６．子供に合わない 

７．その他（                                ） 

市独自:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

すべての方にうかがいます。 

問 20 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんの現在の平日の教

育・保育の施設・事業として、「定期的に」利用したいと考える施設・事業は何ですか。 

（当てはまる施設・事業の番号１つに○） 

 

【施設・事業の一覧】  
 

施設・事業 内容 

１．市立幼稚園 
４歳児と５歳児の２年保育を実施。保育時間はおおむね８：40～14：

00（一部曜日は 11：50）。 

２．私立幼稚園 

３～５歳児の３年保育（一部、満３歳の誕生月から入園する満３歳

児保育）を実施。保育時間はおおむね９：00～14：00。保育時間終

了後、希望する園児を預かる「預かり保育」を全園で実施。 

３．保育所 

保護者の就労や病気などで、昼間家庭で保育できない乳幼児を保育

する。就労の場合、週３日以上で週 16 時間以上の勤務が対象。対

象年齢はおおむね生後６か月～小学校就学前まで。 

４．認定こども園 

（保育所としての利用） 
幼稚園と保育所の機能を両方持つ施設。保育所としての利用の場合

は保育所の説明を参照。幼稚園としての利用の場合、私立幼稚園の

説明を参照。 
５．認定こども園 

（幼稚園としての利用） 

６．小規模保育施設 
定員 19 名以下で少人数の子供を保育する施設。対象年齢はおおむ

ね０～２歳児。 

 

７．家庭的保育施設 
定員５名以下で少人数の子供を保育する施設。対象年齢はおおむね

０～２歳児。 

８．事業所内保育施設 
企業が従業員の子供や地域の子供を保育する施設。対象年齢は園に

より異なる。 

９．居宅訪問型保育事業 
（現在、西宮市では実施していません） 

障害・疾病等により集団保育を受けることが著しく困難な場合や、

ひとり親家庭の乳幼児の保護者が夜間及び深夜勤務に従事する場合

等、家庭的保育者が児童の居宅を訪問して保育する事業。対象年齢

は０～２歳児。 

10．企業主導型保育事業 
企業が従業員の子供や地域の子供を保育する国が所管する認可外

保育施設。対象年齢は園により異なる。 

11．プレ（プリ）スクール、 

インターナショナルスクール 
認可外保育施設のうち左記の名称で運営されているもの。 

12．認可外保育施設（10、11 を除く） 
認可保育所以外の独自に運営する保育施設。対象年齢は園により異

なる。 

13．ベビーシッター 子供の自宅で保育者が保育する事業。 

14．ファミリー・サポート・ 

センター 

「子育ての援助を受けたい人（依頼会員）」と「子育ての援助を行い

たい人（提供会員）」が会員となって、お互い助け合いながら地域の

中で育児の援助活動を行う組織。 

15．障害のある子供の通園療育や児童発

達支援事業（こども未来センター、

北山学園、その他通所施設等） 

様々な遊びやリハビリテーション、学びを通じて、運動・精神面の

発達を促し、日常生活における基本的な動作の取得や集団活動に適

応することができるよう、個別指導や集団療育を行う。 

16．その他 （                            ） 

 

国必須:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 20で「２．私立幼稚園」または「５．認定こども園（幼稚園としての利用）」を希望されている方にうかがい

ます。 

問 21 宛名のお子さんについて、平日の保育時間終了後や、夏休み・冬休みなど長期の休業期間

中に預かり保育の利用を希望しますか。（１つに○） 
 

１．希望する ２．希望しない 

             

 

「「１．希望する」に○をつけた方は、以下の預かり保育の利用希望についてもご記入ください。 

 
 

  

１．週あたりの 

利用希望日数 

１．１日程度 ２．２日程度 ３．３日程度 

４．４日程度 ５．５日程度  
 

２．何時ごろまで

利用したいか 

１．15 時頃 ２．16 時頃 ３．17 時頃 

４．18 時頃 ５．18 時半またはそれより遅くまで 
 

国必須:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます。 
 

問 22 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、また、満足度に

ついてお答えください。（①～㉔の項目ごとに、認知・利用の有無、満足度それぞれ１つに○） 
 

【子育て支援事業】 

認知・利用の有無 満足度 

知
っ
て
お
り
、
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る 

知
っ
て
い
る
が
、
利
用

し
た
こ
と
が
な
い 

知
ら
な
い 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
・ 

知
ら
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い 

①子育てひろば 
（親子が集まって過ごしたり、専門のスタ
ッフが悩みや相談に応じる場） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

②育児支援家庭訪問事業 
（産後の特別な支援が必要な家庭へのヘル
パー派遣） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

③障害のある子供の通園療育や児童発達支援事業 
（こども未来センター、北山学園、その他
通所施設等） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

④保育所での一時預かり事業 
（理由を問わずに保育所等で一時的に子供
を預かる） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤施設型病児保育事業 
（病気やけが等の子供を市内５か所の施設
で一時的に預かる） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥訪問型病児・病後児保育事業 
（ベビーシッター等の派遣による病児・病後児保
育サービスを利用した際の利用料の一部補助） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ファミリー・サポート・センター 
（会員登録し、地域の中で子供を預け、 
預かりあう） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑧子育て家庭ショートステイ事業 
（一時的に子供を施設や里親の居宅で養育する） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑨妊婦健康診査費用助成事業 １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑩保育所での子育て支援 
（育児相談、短期体験保育、園庭開放） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑪幼稚園での子育て支援 
（子育て講座、育児相談、園庭開放） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑫公民館における子育て支援 
（家庭教育講座、講演会等） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

  

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －       －  －    －    － 

市独自:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 

【相談事業等】 

認知・利用の有無 満足度 

知
っ
て
お
り
、
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る 

知
っ
て
い
る
が
、
利
用

し
た
こ
と
が
な
い 

知
ら
な
い 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
・ 

知
ら
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い 

⑬子育て地域サロン 
（西宮市社会福祉協議会による親子の仲間
づくりと情報交換の場） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑭保健福祉センターにおける出産前後の
相談・講座（マザークラス、育児セミナー
等） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑮保健福祉センターにおける健康や栄養
に関する相談・講座 
（乳幼児相談・発達相談、離乳食講座等） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑯地区担当保健師※ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑰産後ケア事業 
（出産後の心身のケアと育児のサポートを行う） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑱家庭児童相談室（市の家庭児童相談） １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑲西宮こども家庭センター（県の児童相談所） １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

⑳発達や療育、教育に関する相談事業 
（こども未来センターや障害者総合相談支援センタ
ーにしのみや等でのあんしん相談窓口等） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

㉑子育てコンシェルジュ 
（必要な子育て支援サービスにつなげるスタッフ） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

㉒子育て総合センターでの乳幼児の子育
て相談 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

㉓西宮市公式 LINE（子育て情報の配信） １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

㉔乳幼児等・こども医療費助成制度 
（高校生世代までの年齢の子供の医療費が安
くなる制度） 

１ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ 

 

※地区担当保健師とは？ 

市内５か所の保健福祉センターには、小学校区ごとにその地域を担当している保健師がいます。 

妊娠中から育児に関する心配や困りごとについて、保健師が家庭訪問や電話等で相談に応じています。 

担当の保健福祉センターや保健師については母子健康手帳交付時のご案内資料や「健やか赤ちゃん訪問事

業」でお渡しする資料にてお知らせしています。  

－   －       －  －    －    － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 

－   －      －  －   －   － 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 23 宛名のお子さんは、現在、子育てひろばを利用していますか。また、今後利用を希望し

ますか。 

※子育てひろばは、親子が集まって過ごしたり、専門のスタッフが悩みや相談に応じる場で、市内に

20 か所あります。 

 

 

・親子サロン（のびのびあおぞら館）  ・武庫川女子大学子育てひろば(武庫川女子大学) 

・さぽさぽ（関西学院子どもセンター） ・つぼみのひろば（つぼみの子保育園） 

・ほおずき子育てひろば（まつぼっくり保育園） 

・むつみ児童館          ・浜脇児童館        ・津門児童館 

・鳴尾児童館           ・大社児童センター     ・高須児童センター 

・段上児童館           ・塩瀬児童センター     ・山口児童センター 

・ふたばっこ（甲子園二葉幼稚園）    ・あいあいひろば 

・高木北子育てひろば（高木北小学校内） ・香櫨園子育てひろば（香櫨園小学校内） 

・今津子育てひろばきら・きら（休園中の今津幼稚園内） 

・親と子のほっとスペース「たんぽっぽひろば」 
 
 

１．現在利用している 

２．現在は利用していないが、今後利用したい 

３．現在利用しておらず、今後も利用しようと思わない 

 

  

 

問 24 問 23 の「子育てひろば」について、自宅から徒歩（ベビーカー）で何分以上かかると、

利用することに負担を感じますか。子育てひろばを利用したことのない方もお答えくださ

い。 
 

１．徒歩 10 分未満 

３．徒歩 15～20 分未満 

５．徒歩 25～30 分未満 

２．徒歩 10～15 分未満 

４．徒歩 20～25 分未満 

６．徒歩 30 分以上 

 

問 23 で「１．現在利用している」以外に○をつけた方（現在利用していない方）にうかがいます。 

問 25 利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．子育てひろばの存在を知らなかった 

２．子育てひろばが近くにない 

３．利用したいが、初めて行くのに抵抗感や不安がある 

４．以前に利用していたが、満足な対応を受けられなかった 

５．保育所等に子供を預けているので利用する必要がない 

６．子供が大きくなったので利用する必要がない 

７．兄や姉がおり、一緒に連れていくことが難しい 

８．その他（                                ） 

～市内の子育てひろば～ 

国必須:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 

宛名のお子さんの土曜・休日の「定期的」な 

教育・保育の施設・事業の利用希望についてうかがいます。 
 

問 26 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の施設・事業の

利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。（１つに○） 

希望がある場合は、利用したい時間を（ ）内に（例）９時～18 時のように 24 時間制で

ご記入ください。 

※教育・保育の施設・事業とは、幼稚園、保育所、認可外保育施設などを指し、親族・知人による

預かりは含みません。 
 

「（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 

（２）日曜日・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 

 
 

宛名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 

（平日の教育・保育の施設・事業を利用する方のみ） 

 

現在、教育・保育の施設・事業を利用している方（問 12 で「２．利用している」に○をつけ

た方）にうかがいます。利用していない方は問 30にお進みください。 

問 27 この１年間に、宛名のお子さんが病気やけがで通常の教育・保育の施設・事業が利用 

できなかったことはありますか。（１つに○） 
 

１．あった  ⇒問 28 へ ２．なかった  ⇒問 30 へ 

 

問 28 通常の利用ができなかった日数は、１年間にだいたい何日くらいありましたか。そのう

ち、病児保育を利用したいと思った日数、実際に病児保育を利用した日数は、それぞれだ

いたい何日くらいありましたか。（数字を記入） 
 

病気やけがで通常の教育・保育の利用ができなかった日数： 年に（     ）日くらい 

病児保育を利用したいと思った日数： 年に（     ）日くらい 

実際に病児保育を利用した日数： 年に（     ）日くらい 

 

  

⇒利用したい時間帯 

（  ：  ）から（  ：  ）まで 

⇒利用したい時間帯 

（  ：  ）から（  ：  ）まで 

国必須:前 

国必須:前 

国必須:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 28 で「実際に病児保育を利用した日数」がゼロだった方にうかがいます。 

問 29 利用しなかった理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．親が仕事を休んで対応できた  

２．病児保育について知らなかった  

３．手続き方法・利用料がわからない  

４．利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない  

５．利用料がかかる・高い  

６．病児を他人に看てもらうのは不安がある  

７．その他（                                  ） 

 

すべての方にうかがいます。 

問 30 今後、病児保育施設を利用したいと思いますか。（１つに○） 
 

１．病児保育施設を利用したい 

２．利用できる施設等があればよいが、利用するかどうかはわからない 

３．できるだけ家族で看る方針だが、利用できる施設があると安心できる 

４．利用したいとは思わない 

 

問 30で１～３を選択した方にうかがいます。 

問 31 病児保育施設の利用にあたり、重視することは何ですか。（当てはまるものすべてに〇） 
 

１．保育所等に併設した施設であること 

２．小児科等に併設した施設であること 

３．自宅から近い場所にあること 

４．駅等交通の便利な場所にあること 

５．その他（                         ） 

 

宛名のお子さんの一時預かり等の利用についてうかがいます。 

問 32 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、保護者の通院、

不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。 

（当てはまるものすべてに○） 

ある場合は、１年間の利用日数（おおよそ）も（ ）内に数字でご記入ください。 
 

利用している事業 日数（年間） 

１．利用していない  

２．認可保育所・認定こども園の一時預かり 

（理由を問わずに一時的に子供を保育する事業） 
（   ）日 

３．認可外保育施設の一時預かり （   ）日 

４．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 
（   ）日 

５．ファミリー・サポート・センター（提供会員が子供を預かる事業） （   ）日 

６．ベビーシッター （   ）日 

７．その他（                      ） （   ）日 

⇒問 34 へ 

⇒問 33 へ 

国必須:前 

国任意:前 

国必須:前 

国任意:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 32で「１．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 33 現在利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．特に利用する必要がない 

２．保育の質に不安がある 

３．利便性（立地）がよくない 

４．利便性（利用可能時間・日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い 

６．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

７．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

８．利用したいが、子供の病気や障害に適した環境の事業がない 

９．その他（                                ） 

 

すべての方にうかがいます。 

問 34 今後、宛名のお子さんについて、私用、保護者の通院、不定期の就労等の目的で、年間 

何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。（１つに○） 

利用する必要があると思われる場合は、利用したい日数の合計もお答えください。 

（１つに○。日数を（ ）内に数字で記入） 
 

１．利用する必要がある ⇒ 年に（    ）日程度  

２．利用する必要はない  

 

問 35 今後、子育て家庭ショートステイを利用したいと思いますか。（１つに○） 

※子育て家庭ショートステイ…保護者の方やご家族の方が病気や出産または育児疲れなどでお子さ

んの養育が一時的に困難となった場合、西宮市が指定している児童福祉施設や里親の居宅でお子さ

んを預かる事業です。 
 

１．利用したいと思う ２．利用したいと思わない 

 

宛名のお子さんが３歳未満の方にうかがいます。 

問 36 こども誰でも通園制度（仮）が始まれば利用したいと思いますか。（１つに○） 

    ※こども誰でも通園制度（仮）…０歳６か月～２歳までの未就園児を対象に、就労要件を問わず

保育所等を時間単位で柔軟に利用できる事業で、現在国で検討が進められています。 
 

１．利用したい ２．利用したくない ３．わからない 

 
 

問 36で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 37 1 日に何時間くらい、また週に何日くらい利用したいですか。( )内に数字で記入 
 

１日に（    ）時間くらい、また週に（    ）日くらい利用したい  

 

 

 

 

国必須:前 

国任意:前 

市独自:前 

市独自:新 

市独自:新 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます。 
 

問 38 宛名のお子さんの小学校入学後の放課後（平日の小学校終了後）に、時間をどのような場所で過

ごさせたいと思いますか。利用したい預かりサービスはありますか。当てはまる番号すべてに○を

つけ、利用したい週当たりの日数をご記入ください。 
 

１．児童館 週に（     ）日くらい利用したい 

２．学校施設を利用した放課後事業※ 週に（     ）日くらい利用したい 

３．留守家庭児童育成センター（学童保育） 週に（     ）日くらい利用したい 

４．民間の学童保育 週に（     ）日くらい利用したい 

５．放課後等デイサービス 週に（     ）日くらい利用したい 

６．ファミリー・サポート・センター 週に（     ）日くらい利用したい 

※「放課後事業」は、小学生の健全育成のため、放課後における子供たちの自由な遊び場や屋内で過ごせる

場等を提供する事業（放課後キッズルーム事業や放課後子供教室など）です。 

 

問 39 留守家庭児童育成センター（学童保育）は、現在、障害のある児童を除き小学３年生または

4 年生までしか利用できませんが、小学６年生まで利用できた場合、何年生まで利用したい

ですか。 

また、土曜日や夏休み・冬休みなどの長期の休業期間中に留守家庭児童育成センター（学童

保育）の利用希望はありますか。 

利用したい学年と時間帯を（ ）内に（例）９時～18時のように 24時間制でご記入ください。 
 

１）平日 
１．（   ）年生まで利用したい 

⇒下校時から（   ：   ）まで 
２．利用する必要はない 

２）土曜日 
１．（   ）年生まで利用したい 

⇒（   ：   ）から（   ：   ）まで 
２．利用する必要はない 

３）長期の 

休業期間中 

１．（   ）年生まで利用したい 

⇒（   ：   ）から（   ：   ）まで 
２．利用する必要はない 

 

暮らしの状況についてうかがいます。 
  
問 40 次のうち、経済的理由（お金がなくて買えない、家が狭くて置けないなど）のためにあな

たの家庭にないものはありますか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．子供の年齢に合った絵本や本 

３．子供が自宅で宿題をすることができる場所 

５．冷蔵庫 

７．暖房機器 

９．電子レンジ 

11．世帯専用のお風呂 

13．急な出費のための貯金（５万円以上） 

15．当てはまるものはない 

２．子供用のスポーツ用品・ぬいぐるみ・おもちゃ 

４．洗濯機 

６．掃除機 

８．冷房機器 

10．携帯電話 

12．世帯人数分の布団 

14．その他（              ） 

 

国必須:前 

国任意:前 

市独自:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 41 次の費用のうち、過去１年間に経済的理由のために支払いができなかったことはありますか。 

（当てはまるものすべてに○） 
 

１．幼稚園や保育所などの保育料 

３．学校、幼稚園、保育所の遠足費用や修学旅

行費などの学校徴収金 

５．電気代 

７．水道代 

９．所得税や住民税 

11．通勤や通学に使うバスや電車の料金 

13．当てはまるものはない 

２．学校、幼稚園、保育所の給食費 

４．家賃 

 

６．ガス代 

８．電話代 

10．公的年金・健康保険・介護保険の保険料 

12．その他（              ） 

 

問 42 あなたの世帯では、過去１年の間に子供について病気やけがの治療のために病院や診療所を

受診したほうがよいと思ったのに、実際には受診しなかったことがありますか。（１つに○） 
 

１．ある ２．ない 

 

問 43 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族や子供が必要とする以下

のものを買えないことがありましたか。（それぞれ１つに○） 

 

 よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 

１．食料（嗜好品を除く） １ ２ ３ ４ 

２．衣料（高価な衣服、貴

金属・宝飾品を除く） 
１ ２ ３ ４ 

３．文具や教材（園指定の

制服や靴、道具も含む） 
１ ２ ３ ４ 

 

問 44 ご家庭では、お子さんの食事をつくる（料理する）ことがどのくらいありますか。（１つに○） 
 

１．ほとんど毎日 

３．週に２～３日程度 

５．月に２～３日程度 

２．週に４～５日程度 

４．週に１日程度 

６．ほとんどつくらない 

 

問 45 お子さんは現在、スポーツ、楽器、英会話等の習い事をしていますか。（１つに○） 
 

１．２つ以上の習い事をしている 

３．現在はしていないが就学前に始めたい 

２．１つ習い事をしている 

４．就学前に習い事をする予定はない 

  

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:新 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 46 お子さんにとって、現在、または将来的に、どのような支援があるとよいと思いますか。 

（当てはまるものすべてに○） 
 

１．保護者が家にいない時に子供を預かる場やサービスの提供 

２．低い家賃で住めるところ（寮や下宿のようなところ） 

３．生活や就学のための経済的補助 

４．進路や生活などについてなんでも相談できるところ 

５．仲間と出会え、一緒に活動できるところ 

６．自然体験や集団遊びなど多様な活動機会の提供 

７．地域における子供の居場所の提供 

８．読み書き計算などの基礎的な学習への支援 

９．会社などでの職場体験等の機会の提供 

10．仕事に就けるようにするための就労に関する支援 

11．子供のみで無料もしくは安価で食事ができる場所の提供 

12．進学や資格を取るための発展的な学習の支援 

13．障害のある子供への充実した支援 

14．進学のための経済的援助 

15．その他（                                   ） 

16．特にない 

17．よくわからない 

 

 

子育ての楽しみや不安・負担等についてうかがいます。 

問 47 子育てを楽しいと感じることが多いですか。つらいと感じることが多いですか。（１つに○） 
 

１．楽しいと感じることのほうが多い 

３．つらいと感じることのほうが多い 

２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい 

４．わからない 

 

問 48 子育ての楽しみはどんなことですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．子供とのふれあい、交流 

３．子供を通して人間関係が広がる 

５．家族や夫婦の絆が強くなる 

７．特にない 

２．子供の成長をみること 

４．家庭が明るくなる 

６．その他（              ） 

 

問 49 子育てに関して不安や負担等を感じますか。（１つに○） 
 

１．非常に不安や負担等を感じる 

３．あまり不安や負担等は感じない 

５．なんともいえない 

２．なんとなく不安や負担等を感じる 

４．まったく感じない 

 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 50 子供の成長に関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどのよ

うなことですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．子供の発育・発達に関すること 

３．子供の病気や障害に関すること 

５．特にない 

２．食事や栄養に関すること 

４．その他（            ） 

 

問 51 子供との関わりに関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはど

のようなことですか。（当てはまるものすべてに○） 

 

１．育児の方法がよくわからないこと 

３．子供との時間や家族での時間が十分にとれないこと 

５．子供を叱りすぎているような気がすること 

７．その他（             ） 

２．子供との接し方がよくわからないこと 

４．自分の時間が十分にとれないこと 

６．子供や子育てに興味が持てないこと 

８．特にない 
 
 

問 52 子育て環境に関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどのよ

うなことですか。（当てはまるものすべてに○） 

 

１．話し相手や相談相手がいないこと 

２．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

３．家族と子育てに関して意見が合わないこと 

４．子育てに関して家族の協力が少ないこと 

５．家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

６．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場等まわりのみる目が気になること 

７．子育てによる心身の疲れやストレスがたまること 

８．親族の介護を同時に行っており十分な教育や子育てができていないこと 

９．経済的な理由で十分な教育や子育てができていないこと 

10．ＰＴＡや地域活動の負担が大きいこと 

11．その他（                                ） 

12．特にない 
 

 

問 53 子供に関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどのようなこ

とですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．近所に子供の遊び友だちがいないこと 

２．不登園等の問題に関すること 

３．子供の友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること  

４．幼稚園や保育所への入園・入所、小学校への進学・受験について 

５．幼稚園や保育所の先生に関すること 

６．習い事や進学の費用に関すること 

７．その他（                                ） 

８．特にない 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 

問 54 宛名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所はどこですか。 

（当てはまるものすべてに○） 
 

１．家族 

３．友人や知人 

５．職場の人 

７．こども未来センター 

９．子育てコンシェルジュ 

11．幼稚園・保育所等の先生 

13．かかりつけの医師 

15．西宮こども家庭センター（児童相談所） 

17．その他（              ） 

２．祖父母等の親族 

４．近所の人 

６．子育て総合センター 

８．児童館・子育てひろば 

10．保健所・保健福祉センター 

12．民生委員・児童委員 

14．自治体の子育て関連担当窓口 

16．インターネット・ＳＮＳ 

18．特にない 

 

子育て全般についてうかがいます。 
 

問 55 子育て支援でもっと力をいれてほしいものは何ですか。（５つまで○） 

 

出
産
前
後 

１．安心して出産できる医療体制 

２．出産に向けた準備教室・講座 

３．産後の母の心身ケアや授乳等の指導を行う産後ケア事業（家庭訪問や宿泊・日帰り） 

４．出産後に安心して就職・復職できるための保育所の確保 

５．残業時間の短縮や休暇、育児休業、介護休暇の取得促進等企業に対する働きかけ 

健
や
か
な
子
供
の
育
ち 

６．親子が安心して集まれる身近な交流の場や機会の提供 

７．安心して子供が医療機関にかかれる体制の整備 

８．安心して遊べる場や公園の整備 

９．親子で楽しめる音楽や芸術等の文化事業 

10．子供の障害に関する支援体制や相談窓口 

11．子供の発達や発育に関する支援体制や相談窓口 

12．子供が事故にあわないための安全な環境の整備 

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援 

13．保育所への入所の支援や情報提供 

14．子育てに困った時に相談でき、情報が得られる場の整備 

15．認可保育所等の一時預かり（低料金化、実施場所の増設、障害のある子供の利用等） 

16．子育てサークルへの支援 

17．子供に関する行政サービスの総合窓口 

18．子育てにかかる経済的負担の支援 

19．家事・育児支援サービス（ヘルパー派遣等） 

そ
の
他 

20．その他（                                ） 

 

市独自:前 

市独自:前 
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※国必須:見込量の算出に使う項目、国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目 

 前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 56 あなたは西宮市に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 
 

１．住み続けたい 

３．機会があれば市外へ転居したい 

５．市外に転居する予定がある 

２．当分の間は住み続けたい 

４．すぐにでも市外へ転居したい 

６．わからない 

 

問 56で「３」～「５」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問 57 西宮市から転居される主な理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．自分の仕事の事情 

３．自分の進学・通学 

５．親との同居 

７．住宅の問題（居住費や家賃が高かった） 

９．住環境（騒音、治安、まちのきれいさなど） 

11．通勤・通学が不便 

13．子育て環境が良くない 

15．教育環境が整っていない 

17．知人・友人が近くにいない 

２．家族の仕事の事情 

４．家族の進学・通学 

６．子供が増えたため 

８．住宅の問題（家族が増えるなど手狭になった） 

10．住宅の新規購入 

12．買い物など日常生活が不便 

14．子育てサービスが利用しづらい 

16．防犯・防災に不安がある 

18．その他（            ） 

 

問 58 西宮市は子供にとって住みやすいと感じますか。（１つに○） 
 

１．とてもそう思う 

３．あまり思わない 

２．そう思う 

４．まったく思わない 

 

問 59 西宮市は子育てしやすいまちだと感じますか。（１つに○） 
 

１．とてもそう思う 

３．あまり思わない 

２．そう思う 

４．まったく思わない 

 

問 60 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございました

ら、ご自由にご記入ください。 
 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

同封の封筒に入れ、切手を貼らずに12月●日（●）までにご回答ください。 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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西宮市子ども・子育て支援のための  

アンケート調査  

 

 

 

 

 

【小学生児童用】 

日頃より市政の推進について温かいご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

市の子ども・子育て支援事業の充実のため、小学生のお子さんの中から約 1,800人を無作為に選

ばせていただき、その保護者の方から子ども・子育て支援に関するご意見等をお聞かせいただきた

いと考えております。 

なお、無記名でお答えいただきますので、どなたのお答えかは、わからないようになっています。

回答された内容はすべて統計的に処理され、目的外に使用することは一切ございません。 

大変お忙しいとは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

令和５年 12月 

西宮市 

  

■ご回答の前にお読みください 

 

 

 

 

※本調査は、西宮市が下記の調査会社に委託して実施しています。 

【調査委託先】 ㈱ジャパンインターナショナル総合研究所 電話：075－316－3508 

   

１．このアンケートは、封筒の宛名のお子さんの保護者の方がご回答ください。 

  また、最後に宛名のお子さんご本人にご記入いただく設問がありますので、お子さんが自分で

記入できない場合は、保護者の方が代わりにご回答ください。 

２．特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご回答ください。 

３．この調査はすべてご回答いただくのに約 30分かかります。 

オンラインもしくは紙の調査票でご回答ください。 

紙の調査票は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずにご投函ください。 

 

   回答期限：12月●日（●） 

 

オンラインでの回答はこちらから  

 https://xxxxxxx/xxxxxxx/xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

 ※オンラインで回答された方は紙のアンケートの返送は不要です。 
 

【問合せ先】    西宮市役所 子供支援総務課 電話：0798－35－3146 

受付時間：平日 ８：45～17：30 

▶▶▶ 
ＱＲコード 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 宛名のお子さんとご家族の状況などについてうかがいます。 

 

問１ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（１

つに○） 
 

１．母親 ２．父親 ３．その他（        ） 

 

問２ お住まいの小学校区はどこですか。（１つに○） 

※小学校区がわからない方は、送付封筒の宛名シールに校区名が記載されていますのでご参照ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 宛名のお子さんの現在の学年をお答えください。（１つに○） 
 

１．１年生 ２．２年生 ３．３年生 ４．４年生 ５．５年生 ６．６年生 

 

問４ 宛名のお子さんを含めたお子さんの人数と、お子さんを含めた同一生計家族※全員の人数を

（ ）内にご記入ください。※同一生計家族…生計を共にする（生活費を共有する家族） 
 

 お子さんの人数（    ）人       家族全員の人数（   ）人 

 

問５ 宛名のお子さんは以下の項目に当てはまるものはありますか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．乳幼児健診で発達相談を案内されたことがある 

３．身体障害者手帳を持っている 

５．医療的ケア※を必要としている 

２．発達などに関して継続的に通院や相談をしている 

４．療育手帳を持っている 

６．当てはまるものはない 

※医療的ケア…家族等が日常的に行っているたんの吸引や経管栄養等の医療的な生活援助です。医師

による治療のための医療行為とは区別されます。 

 

問６ この調査票にご回答いただいている方の世帯状況についてお答えください。（１つに○） 
 

１．ふたり親世帯 ２．母子世帯 ３．父子世帯 ４．その他の世帯 

１．浜脇 

６．北夙川 

11．広田 

16．段上 

21．瓦木 

26．春風 

31．甲子園浜 

36．小松 

41. 生瀬 

２．西宮浜 

７．苦楽園 

12．平木 

17．段上西 

22．深津 

27．今津 

32．高須 

37．山口 

３．香櫨園 

８．大社 

13．甲東 

18．樋ノ口 

23．瓦林 

28．用海 

33．高須西 

38．北六甲台 

４．安井 

９．神原 

14．上ケ原 

19．高木 

24．上甲子園 

29．鳴尾 

34．鳴尾東 

39．名塩 

５．夙川 

10．甲陽園 

15．上ケ原南 

20．高木北 

25．津門 

30．南甲子園 

35．鳴尾北 

40．東山台 

国任意:前 

国任意:前 

国任意:前 

国任意:前 

国任意:前 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。 

宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（１つに○） 

 

１．父母ともに  ２．主に母親  ３．主に父親  ４．主に祖父母  ５．その他（      ） 

 

問８ 日頃、お子さまを預けられる親族・知人はいますか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．日常的に祖父母等の親族に預けられる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預けられる 

３．日常的に子供を預けられる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子供を預けられる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問９ 差し支えなければ、世帯全体の年間収入についてお答えください。（１つに○） 
 

１．100 万円未満 

４．250～300 万円未満 

７．400～500 万円未満 

10．1,000～1,500 万円未満 

２．100～200 万円未満 

５．300～350 万円未満 

８．500～700 万円未満 

11．1,500～2,000 万円未満 

３．200～250 万円未満 

６．350～400 万円未満 

９．700～1,000 万円未満 

12．2,000 万円以上 

 

問 10 宛名のお子さんの「留守家庭児童育成センター（学童保育）」の利用状況をお答えくださ

い。（１つに○） 

また、「３」以外を選んだ方は（ ）内に数字で学年をご記入ください。 
 

１．現在利用しており、（   ）年生まで 

利用したい 

３．一度も利用したことがなく、今後も利用 

する予定はない 

２．過去に（   ）年生まで利用していた 

（現在は利用していない） 

４．一度も利用したことはないが、 

今後（   ）年生まで利用したい 

※「留守家庭児童育成センター（学童保育）」は、保護者が就労等により昼間家庭にいない場合等に、

指導員の下で、子供（対象：現在、障害のある児童を除き、小学３年生または 4 年生まで）の適

切な遊びや生活の場を与えて、健全な育成を図るものです。 

  

国任意:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

問 11 宛名のお子さんの父親、母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお

答えください。 
 

   （１）父親（１つに○）※母子世帯の方は回答不要です 
 

１．週に４日以上かつ週 16 時間以上で働いている（終業時間が午後２時以降） 

２．週に４日以上かつ週 16 時間以上で働いている（終業時間が午後２時より前） 

３．週に４日未満または週 16 時間未満で働いている 

４．休職中だが、週に４日以上かつ週 16 時間以上での復帰を予定している 

（終業時間が午後２時以降） 

５．休職中だが、週に４日以上かつ週 16 時間以上での復帰を予定している 

（終業時間が午後２時より前） 

６．休職中だが、週に４日未満または週 16 時間未満での復帰を予定している 

７．現在求職中である 

８．病気や障害、親族の介護、通学などのために仕事ができない 

９．現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕事をする（復帰する）予定はない 

10．その他（                                   ） 

 

   （２）母親（１つに○）※父子世帯の方は回答不要です 
 

１．週に４日以上かつ週 16 時間以上で働いている（終業時間が午後２時以降） 

２．週に４日以上かつ週 16 時間以上で働いている（終業時間が午後２時より前） 

３．週に４日未満または週 16 時間未満で働いている 

４．休職中だが、週に４日以上かつ週 16 時間以上での復帰を予定している 

（終業時間が午後２時以降） 

５．休職中だが、週に４日以上かつ週 16 時間以上での復帰を予定している 

（終業時間が午後２時より前） 

６．休職中だが、週に４日未満または週 16 時間未満での復帰を予定している 

７．現在求職中である 

８．病気や障害、親族の介護、通学などのために仕事ができない 

９．現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕事をする（復帰する）予定はない 

10．その他（                                   ） 

国任意:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 宛名のお子さんの放課後や休日等の過ごし方についてうかがいます。  
 

問 12 現在、宛名のお子さんは、平日の放課後や休日等を、主にどこで過ごしていますか。 

下の選択肢一覧表から主なものを３つまで選び、それぞれの欄に番号を１つずつご記入ください。 
 

【選択肢一覧表】 

１．自分の家 

３．学習塾 

５．運動系の習い事（サッカー、プールなど） 

７．公園 

９．放課後キッズルーム事業・放課後子供教室 

11．留守家庭児童育成センター（学童保育） 

13．放課後等デイサービス 

15．家族と一緒に外出 

２．友だちの家 

４．文化系の習い事（英会話、ピアノなど） 

６．児童館 

８．学校の校庭 

10．図書館等の公共の施設 

12．民間の学童保育 

14．祖父母・親戚の家 

16．その他（              ） 

 

 

放課後や休日等を 

過ごしている場所 

（主なものを３つまで） 

平日の放課後    

土曜日    

日曜日・祝日    

長期休業中 

（夏休み・冬休み等）    

 

問 12で現在、平日の放課後に「11.留守家庭児童育成センター（学童保育）」を利用されてい

る方にうかがいます。それ以外の方は問 18へお進みください。 

問 13 平日に留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用している理由は何ですか。 

（１つに○） 
 

１．保護者が現在就労している 

３．保護者が家族・親族などを介護している 

５．保護者が学生である 

２．保護者に就労予定がある 

４．保護者に病気や障害がある 

６．その他（            ） 

 

問 14 現在通っている留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用して良かったと感じること

はどんなことですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．子供の成長につながった 

３．異年齢の子供と交流できた 

５．保護者同士の交流が深まった 

２．友だち（子供）と遊べる機会ができた 

４．安心して就労ができた 

６．その他（            ） 
 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

31



※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 15 宛名のお子さんに、留守家庭児童育成センター（学童保育）でどのように過ごしていてほ

しいですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．友だちと遊ぶ 

４．音楽や映画鑑賞 

７．特にない 

２．宿題や勉強 

５．スポーツや運動 

３．読書 

６．その他（      ） 

 

問 16 現在通っている留守家庭児童育成センター（学童保育）に対して要望はありますか。 

（当てはまるものすべてに○） 
 

１．利用時間を延長してほしい 

３．施設・設備を改善してほしい 

５．現在のままでよい 

７．その他（            ） 

２．日曜日・祝日も開所してほしい 

４．保育内容を工夫してほしい 

６．利用できる学年を延長してほしい 

 

問 16で「１．利用時間を延長してほしい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 17 延長を希望されるのは、どの時間帯ですか。（当てはまるものすべてに○） 

また、具体的な延長希望時間を（ ）内に数字でご記入ください。 
 

１．月から金までの終了時刻を延長してほしい   （   ）時（   ）分までに 

２．土曜日の開始時刻をもっと早くしてほしい   （   ）時（   ）分からに 

３．土曜日の終了時刻を延長してほしい      （   ）時（   ）分までに 

４．夏休みなどの長期休業中の開始時刻をもっと早くしてほしい（   ）時（   ）分からに 

５．夏休みなどの長期休業中の終了時刻を延長してほしい（   ）時（   ）分までに 

 

現在、「留守家庭児童育成センター（学童保育）」の対象学年だが、利用していない方にうかが

います。 

問 18 利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．利用する必要がない 

３．利用したいが、利用料が高い 

５．利用したいが、特別な支援を必要と  

するので、利用できない 

７．利用したいが、定員に空きがなかった 

９．子供が利用したがらなかった 

11．人間関係の問題やトラブルがあった 

２．利用したいが、利用要件に合わない 

４．利用したいが、利用時間など条件が合わない 

６．利用したいが、過ごし方の内容が希望と

は違う 

８．他に利用しているところがある 

10．学童保育を知らなかった 

12．その他（             ） 

 

宛名のお子さんが４年生以上で、過去に留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用していた方にうかがいます。 

問 19 小学４年生以降も留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用したかったですか。（１つに○） 
 

１．４年生まで利用したかった（したい） 

３．６年生まで利用したかった（したい） 

２．５年生まで利用したかった（したい） 

４．利用の必要はなかった 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

すべての方にうかがいます。 

問 20 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんは、留守家庭児童育

成センター（学童保育）の利用を今後どの程度希望されますか。現在のお子さんの学年から

６年生まで、平日・小学校休業日別、お子さんの学年別に、利用希望の選択肢欄から数字を

１つずつ選んで記入してください（現在のお子さんの学年の欄からご記入ください）。 

 

【利用希望の選択肢】 

①平日 １．週４日以上利用したい 

２．週１～３日利用したい 

３．利用希望はない ②夏休みなどの長期休業日（下記③、④を除く） 

③土曜日 １．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２日利用したい 

３．利用希望はない ④日曜日・祝日 

 

 

          学年 

希望 
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

①平日       

②夏休みなどの長期休業日 

（下記③、④を除く）       

③土曜日       

④日曜日・祝日       

 

市では留守家庭児童育成センター（学童保育）と並行して、すべてのお子さんを対象に、放課後

の空き教室等を活用して自由な遊び場や学びの場等を提供する「放課後キッズルーム事業」の整備

を進めています。事業イメージをご覧になった上で、●ページのご質問にお答えください。 

 

【【事業イメージ】 

 留守家庭児童育成センター（学童保育） 放課後キッズルーム事業 

対象児童 

就労等により昼間、家庭に保護者がいない小

学校１～３年生（障害のある児童は６年生ま

で。市が指定する育成センターは４年生まで） 

すべての１～６年生 

開所日及び 

開所時間 

下校時から 17:00 まで。小学校休業日は８：

00 または８:30 から 17:00 まで。土曜日以外

は 19:00 まで延長可能。 

【市直営型】 

平日（授業日（給食実施日）・夏季休業日） 

授業日：放課後から小学校の下校時刻まで 

夏季休業日：午前中のみ 

【委託型】 

平日（授業日・長期休業期間・振替休業日等） 

授業日：放課後から午後５時まで 

長期休業期間：午前８時 30 分から午後５時まで 

内容 
適切な遊び及び生活の場の提供。（自主学習の

支援、遊びの指導等） 

空き教室や運動場等を開放して遊びや学習に取り組め

る場を提供。見守りをする大人のもと自己責任で参加。 

利用料金 月額8,200円（延長保育料別途：月額3,000円） 
【市直営型】無料 ※申込不要 

【委託型】 年間保険料 800円 ※登録制 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 21 ●ページ【事業イメージ】にある放課後キッズルーム事業を利用したいと思いますか。現

在のお子さんの学年から６年生まで、平日・小学校休業日別、お子さんの学年別に、利用希

望の選択肢欄から数字を１つずつ選んで記入してください（現在のお子さんの学年の欄か

らご記入ください）。 

 

【利用希望の選択肢】 

①平日 １．週４日以上利用したい 

２．週１～３日利用したい 

３．利用希望はない ②夏休みなどの長期休業日（下記③、④を除く） 

③土曜日 １．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２日利用したい 

３．利用希望はない ④日曜日・祝日 

 

 

          学年 

希望 
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

①平日       

②夏休みなどの長期休業日 

（下記③、④を除く）       

③土曜日       

④日曜日・祝日       

 

問 21で「３．利用希望はない」以外を記入された方にうかがいます。それ以外の方は問 23へ

お進みください。 

問 22 利用の際に重視する項目をお答えください。（当てはまるものすべてに○） 

 

１．見守りする大人の配置 

４．長期休業中の実施 

７．プログラムの提供 

２．学校から一旦帰宅しなくてよい 

５．子供たちの自主的な活動 

８．その他（        

３．遊び道具の貸し出し 

６．緊急時の連絡体制 

            ） 

 

問 23 宛名のお子さんは児童館を利用していますか。（１つに○） 
 

１．利用している ⇒問 24へ ２．利用していない ⇒問 25へ 

 

問 23で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問 24 児童館を利用して良かったと感じることはありますか。（当てはまるものすべてに○） 

 

１．子供の成長につながった 

３．異年齢の子供と交流できた 

５．保護者同士の交流が深まった 

２．友だち（子供）と遊べる機会ができた 

４．安心して就労ができた 

６．その他（            ） 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 23で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 25 児童館を利用していない理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

 

１．児童館が近くにないから 

２．児童館が何をしているところかよくわからないから 

３．留守家庭児童育成センター（学童保育）に行っているから 

４．習い事等に行っているから 

５．一緒に行く友達がいないから 

６．子供が関心を持たない、嫌がるから 

７．行き帰りの安全が不安だから 

８．その他（            ） 

 

 

 

 

すべての方にうかがいます。 

問 26 今後、児童館の利用希望はありますか。（１つに○） 

希望がある場合は、週当たりの利用日数を（ ）内に数字でご記入ください。 
 

１．利用希望がある  ⇒週に（     ）日くらい利用したい 

２．利用希望はない 

 

問 27 あなたが、子供の遊び場について望ましいと思うことは何ですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．近くにあること 

２．雨の日に遊べること 

３．思い切り遊ぶために十分な広さがあること 

４．遊具等の種類が充実していること 

５．のびのび自由に遊べること 

６．緑などの自然が多いこと 

７．犬や猫のフンがなく、不衛生でないこと 

８．同じ歳くらいの遊び仲間がいること 

９．障害の状況に合わせて付き添う人がいること 

10．年長者がいて遊びをサポートしてくれること 

11．安心して遊べること 

12．ボール遊びができること 

13．大人の目があること 

14．その他（                                   ） 

 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 子供の健全な育成についてうかがいます。 

 

問 28 子供が健やかに成長するために、家庭内で以下のことを行っていますか。 

（１～12 の項目ごとに１つに○） 
 

項目 できている 
だいたい 

できている 
あまり 

できていない 
できていない 

１．子供のやる気や興味を持っていることに気づく １ ２ ３ ４ 

２．いろんなことへの挑戦を応援し、見守る １ ２ ３ ４ 

３．一方的な理想や考え方を押し付けない １ ２ ３ ４ 

４．子供の話をじっくりと聞く １ ２ ３ ４ 

５．挑戦した結果、失敗しても、子供の判断を 

尊重する 
１ ２ ３ ４ 

６．子供の判断を大事にしながら、一緒になって 

考える 
１ ２ ３ ４ 

７．多くの人との交流や体験活動の機会をつくる １ ２ ３ ４ 

８．世の中にはいろいろな考え方があることを 

教える 
１ ２ ３ ４ 

９．子供の生活リズムに合わせた家庭環境を 

つくる  
１ ２ ３ ４ 

10．子供のお手本となるよう心がける  １ ２ ３ ４ 

11．自然や伝統文化にふれあう機会をつくる  １ ２ ３ ４ 

12．愛情をもって接し、子供の考えや行動を尊重

し、広い心で受け容れる 
１ ２ ３ ４ 

 

 

 

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －    －  

－     －       －  

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 暮らしの状況についてうかがいます。 

問 29 次のもののうち、経済的理由（お金がなくて買えない、家が狭くて置けないなど）のため

にあなたの家庭にないものはありますか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．子供の年齢に合った絵本や本 

３．子供が自宅で宿題をすることができる場所 

５．冷蔵庫 

７．暖房機器 

９．電子レンジ 

11．世帯専用のお風呂 

13．急な出費のための貯金（５万円以上） 

15．当てはまるものはない 

２．子供用のスポーツ用品・ぬいぐるみ・おもちゃ 

４．洗濯機 

６．掃除機 

８．冷房機器 

10．携帯電話 

12．世帯人数分の布団 

14. その他（              ） 

 

問 30 次の費用のうち、過去１年間に経済的理由のために支払いができなかったことはありますか。 

（当てはまるものすべてに○） 
 

１．幼稚園や保育所などの保育料 

３．学校、幼稚園、保育所の遠足費用や修学  

旅行費などの学校徴収金 

５．電気代 

７．水道代 

９．所得税や住民税 

11．通勤や通学に使うバスや電車の料金 

13．当てはまるものはない 

２．学校、幼稚園、保育所の給食費 

４．家賃 

 

６．ガス代 

８．電話代 

10．公的年金・健康保険・介護保険の保険料 

12．その他（              ） 

 

問 31 あなたの世帯では、過去１年の間に子供について病気やけがの治療のために病院や診療所を

受診したほうがよいと思ったのに、実際には受診しなかったことがありますか。（１つに○） 
 

１．ある ２．ない 

 

問 32 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族や子供が必要とする以下の

ものを買えないことがありましたか。（それぞれ１つに○） 

 

 よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 

１．食料（嗜好品を除く） １ ２ ３ ４ 

２．衣料（高価な衣服、貴

金属・宝飾品を除く） 
１ ２ ３ ４ 

３．文具や教材（学校指定の

制服や靴、道具も含む） 
１ ２ ３ ４ 

 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 33 ご家庭では、お子さんの食事をつくる（料理する）ことがどのくらいありますか。（１つに○） 
 

１．ほとんど毎日 

３．週に２～３日程度 

５．月に２～３日程度 

２．週に４～５日程度 

４．週に１日程度 

６．ほとんどつくらない 
 
 

問 34 お子さんは現在、スポーツ、楽器、英会話等の習い事をしていますか。（１つに○） 
 

１．２つ以上の習い事をしている 

３．現在はしていないが就学前に始めたい 

２．１つ習い事をしている 

４．就学前に習い事をする予定はない 

 

問 35 お子さんにとって、現在、または将来的に、どのような支援があるとよいと思いますか。 

（当てはまるものすべてに○） 
 

１．保護者が家にいない時に子供を預かる場やサービスの提供 

２．低い家賃で住めるところ（寮や下宿のようなところ） 

３．生活や就学のための経済的補助 

４．進路や生活などについてなんでも相談できるところ 

５．仲間と出会え、一緒に活動できるところ 

６．自然体験や集団遊びなど多様な活動機会の提供 

７．地域における子供の居場所の提供 

８．読み書き計算などの基礎的な学習への支援 

９．会社などでの職場体験等の機会の提供 

10．仕事に就けるようにするための就労に関する支援 

11．子供のみで無料もしくは安価で食事ができる場所の提供 

12．進学や資格を取るための発展的な学習の支援 

13．障害のある子供への充実した支援 

14．進学のための経済的援助 

15．その他（                                   ） 

16．特にない 

17．よくわからない 

 

  

市独自:前 

市独自:新 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 子育ての楽しみや不安・負担等についてうかがいます。 
 

問 36 子育てを楽しいと感じることが多いですか。つらいと感じることが多いですか。（１つに○） 
 

１．楽しいと感じることのほうが多い 

３．つらいと感じることのほうが多い 

２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい 

４．わからない 

 

問 37 子育ての楽しみはどんなことですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．子供とのふれあい、交流 

３．子供を通して人間関係が広がる 

５．家族や夫婦の絆が強くなる 

７．特にない 

２．子供の成長をみること 

４．家庭が明るくなる 

６．その他（              ） 

 

問 38 子育てに関して不安や負担等を感じますか。（１つに○） 
 

１．非常に不安や負担等を感じる 

３．あまり不安や負担等は感じない 

５．なんともいえない 

２．なんとなく不安や負担等を感じる 

４．まったく感じない 

 

問 39 お子さんの成長に関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどの

ようなことですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．子供の発育・発達に関すること 

３．子供の病気や障害に関すること 

５．特にない 

２．食事や栄養に関すること 

４．その他（             ） 

 

問 40 子供との関わりに関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどの

ようなことですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．自分の子育てに自信が持てないこと 

２．子供との接し方がよくわからないこと 

３．子供との時間や家族での時間が十分にとれないこと 

４．自分の時間が十分にとれないこと 

５．子供を叱りすぎているような気がすること 

６．子供や子育てに興味が持てないこと 

７．その他（                                ） 

８．特にない 

 

市独自:前 
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市独自:前 

39



※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 41 子育て環境に関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどのよう

なことですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．話し相手や相談相手がいないこと 

２．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

３．家族と子育てに関して意見が合わないこと 

４．子育てに関して家族の協力が少ないこと 

５．家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

６．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場等まわりの見る目が気になること 

７．子育てによる心身の疲れやストレスがたまること 

８．親族の介護を同時に行っており十分な教育や子育てができていないこと 

９．経済的な理由で十分な教育や子育てができていないこと 

10．ＰＴＡや地域活動の負担が大きいこと 

11．その他（                                ） 

12．特にない 

 

問 42 お子さんに関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどのような

ことですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．近所に子供の遊び友だちがいないこと 

２．不登校等の問題に関すること 

３．子供の友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 

４．学習方法や成績等の子供の教育に関すること 

５．子供の進路に関すること 

６．学校の先生に関すること 

７．子供のスマートフォンやインターネットの使い方に関すること 

８．習い事や進学の費用に関すること 

９．その他（                                 ） 

10．特にない 

 

問 43 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

（当てはまるものすべてに○） 
 

１．家族 

３．友人や知人 

５．職場の人 

７．こども未来センター 

９．保健所・保健福祉センター 

11．民生委員・児童委員 

13．自治体の子育て関連担当窓口 

15．インターネット・SNS 

17．特にない 

２．祖父母等の親族 

４．近所の人 

６．子育て総合センター 

８．児童館 

10．小学校・幼稚園・保育所等の先生 

12．かかりつけの医師 

14. 西宮こども家庭センター（児童相談所） 

16．その他（              ） 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 子育て全般についてうかがいます。 

問 44 子育て支援でもっと力をいれてほしいものは何ですか。（５つまで○） 
 

健
や
か
な
子
供
の
育
ち 

１．安心して子供が医療機関にかかれる体制の整備 

２．子供が安心して遊べる場所づくり 

３．豊かな自然が十分にあって、自然とふれあう外遊びができる場の整備 

４．親子で楽しめる音楽や芸術等の文化事業 

５．子供の障害に関する支援体制や相談窓口 

６．子供の発達や発育に関する支援体制や相談窓口  

７．子供への犯罪を防ぐ対策 

８．子供が事故にあわないための安全な環境 

９．子供の健全な職業観を育むための社会や企業の職場体験 

10．子供の健やかな体を育むスポーツ活動 

11．外国人との国際交流の機会 

12．子供が参加しやすいボランティア等の社会奉仕活動 

13．市内の自然環境を活かした体験活動・野外活動 

14．子供自身が将来、子供や家庭を持つことの大切さを理解できるような取り組み 

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援 

15．子育てに困った時に相談でき、情報が得られる場の整備 

16．教育や子育てにかかる経済的負担の支援 

17．家事・育児支援サービス（ヘルパー派遣等） 

18．留守家庭児童育成センター 

19．放課後の学習支援 

そ
の
他 

20．その他（                                ） 

 

問 45 あなたは今後も西宮市に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 
 

１．住み続けたい 

３．機会があれば市外へ転居したい 

５．市外に転居する予定がある 

２．当分の間は住み続けたい 

４．すぐにでも市外へ転居したい 

６．わからない 

 

市独自:前 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

問 45で「３」～「５」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問 46 西宮市から転居される主な理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 
 

１．自分の仕事の事情 

３．自分の進学・通学 

５．親との同居 

７．住宅の問題（居住費や家賃が高かった） 

９．住環境（騒音、治安、まちのきれいさなど） 

11．通勤・通学が不便 

13．子育て環境がよくない 

15．教育環境が整っていない 

17．知人・友人が近くにいない 

２．家族の仕事の事情 

４．家族の進学・通学 

６．子供が増えたため 

８．住宅の問題（家族が増えるなど手狭になった） 

10．住宅の新規購入 

12．買い物など日常生活が不便 

14．子育てサービスが利用しづらい 

16．防犯・防災に不安がある 

18．その他（            ） 

 

問 47 西宮市は子供にとって住みやすいと感じますか。（１つに○） 
 

１．とてもそう思う 

３．あまり思わない 

２．そう思う 

４．まったく思わない 

 

問 48 西宮市は子育てしやすいまちだと感じますか。（１つに○） 
 

１．とてもそう思う 

３．あまり思わない 

２．そう思う 

４．まったく思わない 

 

問 49 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 
 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

同封の封筒に入れ、切手を貼らずに12月●日（●）までにご回答ください。 

 

 

 

  

なお、お子さん自身にお答えいただきたい質問があります。 

次のページにお進みください。 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 

 

 

※自分
じ ぶ ん

で記入
きにゅう

できないときはお家
うち

の人
ひと

に記入
きにゅう

してもらってください。 

 

放課後
ほ う か ご

の過
す

ごし方
かた

についてうかがいます。 
 

問
とい

50 放課後
ほ う か ご

は何
なに

をして過
す

ごしたいですか。（当
あ

てはまるものすべてに○） 
 

１．友
とも

だちと遊
あそ

びたい 

３．スポーツ活動
かつどう

がしたい 

５．本
ほん

を読
よ

みたい 

７．テレビを見
み

たい 

９．その他
た

（             ） 

２．一人
ひ と り

で遊
あそ

びたい 

４．ゲームがしたい 

６．習
なら

い事
ごと

や塾
じゅく

に行
い

きたい 

８．勉強
べんきょう

（宿題
しゅくだい

）がしたい 

 

問
とい

50 で「１．友
とも

だちと遊
あそ

びたい」「２．一人
ひ と り

で遊
あそ

びたい」に○をつけた人
ひと

にうかがいます。 

問
とい

51 「１．友
とも

だちと遊
あそ

びたい」「２．一人
ひ と り

で遊
あそ

びたい」と答
こた

えた人
ひと

はどこで遊
あそ

びたいですか。 

（当
あ

てはまるものすべてに○） 
 

１．自分
じ ぶ ん

か友
とも

だちの家
いえ

 

３．児童館
じどうかん

 

５．その他
た

（             ） 

２．公園
こうえん

 

４．学校
がっこう

の運動場
うんどうじょう

か校舎
こうしゃ

 

 

問
とい

52 あなたは育成
いくせい

センター（学童
がくどう

保育
ほ い く

）に行
い

っていますか。（１つに○） 
 

１．行
い

っている（行
い

っていた） ２．行
い

っていない 

 

問
とい

52で「１．行
い

っている（行
い

っていた）」に○をつけた人
ひと

にうかがいます。 

問
とい

53 育成
いくせい

センター（学童
がくどう

保育
ほ い く

）に行
い

っていてどのように思
おも

いますか。（当
あ

てはまるものすべてに○） 
 

１．楽
たの

しい 

３．いろいろな遊
あそ

びができる 

５．特
とく

にない 

７．わからない 

２．楽
たの

しくない 

４．いろいろな学年
がくねん

の友
とも

だちと遊
あそ

べる 

６．その他
た

（            ） 

 

問
とい

54 あなたは 4年生
ねんせい

以上
いじょう

になっても育成
いくせい

センター（学童
がくどう

保育
ほ い く

）に行
い

きたいと思
おも

います（思
おも

いました）か。 

（１つに○） 
 

１．行
い

きたい ２．行
い

きたくない 
 

ここからは宛名
あ て な

のお子
こ

さん（小学
しょうがく

１年生
ねんせい

～６年生
ねんせい

）ご本人
ほんにん

がお答
こた

えください。 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

 あなたの身
み

の回
まわ

りの遊
あそ

び場
ば

やその環境
かんきょう

についてうかがいます。 

 

問
とい

55 今
いま

住
す

んでいるところは遊
あそ

び場
ば

が多
おお

いですか。（１つに○） 
 

１．多
おお

い 

３．公園
こうえん

などはあるがしたい遊
あそ

びができない 

２．どちらともいえない 

４．少
すく

ない 

 

問
とい

56 近
ちか

くにあったらよいと思
おも

う遊
あそ

び場
ば

などはどのようなものですか。（５つまで○） 
 

１．ジャングルジムやブランコなどの遊具
ゆ う ぐ

がある公園
こうえん

 

２．クラブ活動
かつどう

ができるところ 

３．自然
し ぜ ん

がいっぱいあって、自然
し ぜ ん

とふれあう遊
あそ

びなどができるところ 

４．ボール遊
あそ

びや鬼
おに

ごっこができる空
あ

き地
ち

や原
はら

っぱ 

５．小動物
しょうどうぶつ

や昆虫
こんちゅう

とふれあうことのできるところ 

６．プールやグラウンドなどのスポーツ施設
し せ つ

 

７．いろいろな本
ほん

を自由
じ ゆ う

に読
よ

むことができるところ 

８．自習
じしゅう

ができ、分
わ

からないところがあれば教
おし

えてもらえるところ 

９．工作
こうさく

など、もの作
づく

りの体験
たいけん

ができる教室
きょうしつ

 

10．英
えい

会話
か い わ

やパソコンなど役
やく

に立
た

つ教室
きょうしつ

 

11．遊
あそ

び道具
ど う ぐ

があり、遊
あそ

び方
かた

を教
おし

えてくれる先生
せんせい

のいるところ 

12．学年
がくねん

が違
ちが

う友
とも

だちどうしが交流
こうりゅう

できるところ 

13．悩
なや

みなどを聞
き

き、相談
そうだん

にのってくれるところ 

14．体
からだ

の障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

にあわせて付
つ

き添
そ

ってくれる人
ひと

がいるところ 

15．正
ただ

しいルールやマナーを教
おし

えてくれるところ 

16．自分
じ ぶ ん

たちだけで映画
え い が

や劇
げき

が見
み

られるところ 

17．その他
た

（                                    ） 

18．特
とく

にない 

19．わからない 

 

問
とい

57 放課後
ほ う か ご

の過
す

ごし方
かた

について、もっとこんな場所
ば し ょ

があればいい、こんなことがしたいという

希望
き ぼ う

があれば、記入
きにゅう

してください。 
 

 

 

 

 

 

市独自:前 

市独自:前 

市独自:前 
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※国任意:見込量の算出に使わない項目、市独自:市独自の項目、前:前回(H30)調査時と同様の項目、新:新規の項目 

 

あなたの生活
せいかつ

についてうかがいます。 

 

 

 

問
とい

58 悩
なや

みごとや困
こま

ったことがあるときに、相談
そうだん

できる人
ひと

はいますか。 

（当
あ

てはまるものすべてに○） 

      

１．家族
か ぞ く

 

３．先生
せんせい

 

２．友
とも

だち 

４．その他
た

（               ） 

 

問
とい

59 「ヤングケアラー」という言葉
こ と ば

を知
し

っていますか。（１つに○） 

※ヤングケアラー…本当
ほんとう

は大人
お と な

がする家事
か じ

や家族
か ぞ く

の世話
せ わ

をいつもしている子供
こ ど も

のこと。 

 

１．言葉
こ と ば

も内容
ないよう

も知
し

っている 

３．知
し

らない 

２．言葉
こ と ば

は聞
き

いたことがある 

アンケートはこれで終
お

わりです。書
か

き終
お

わったらお家
うち

の人
ひと

にこのア

ンケートをわたしてください。ご 協 力
きょうりょく

ありがとうございました！  

市独自:新 

市独自:新 
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